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産業用機器
圧 延 機

圧縮機･冷凍機･送風ヰ幾

ボンフP･変速ヰ幾

省力･エ作機器

建設機械･その他

産業用機器には,Jム範な機稚が含圭れているが,時代の要請,顧客の要

亡望を踏まえ,高度のイ言栢作と安全性を柱に,作能の向__Lだけでなく,侍しゝ

やすさ,保守の容易さを仁子条として開発され,その改善に見るべき成一米を

挙げている｡

圧延機関係では,イ.三相竹三と岳ノ性能を目指Lて人きな成果を挙げ,1寺に耕

作ラJ上進機"HC-MILL''は,帯鋼圧延における板の一平たん度の問題を,

挙に解丁失した何期的なJt延機であるlつ 本年度は,二れらの世界的なレベル

のj支術が,輸Jtl血においても大きな足跡を残すことになろう

圧縮機,送J軋機などの1も休機関係の分野では,輸出を中心に,超縞圧エ

チレン丘縮機,アンモニア′ナ成川遠心式高†t†t縮機など,大谷量機の完成
を見るに李り,環境対策用として脱硫,脱硝装‾置偶の排風機が製作された

が,いずれも大形化し,大1i汚染防l卜のため/ト後も多大の貰献を続けるこ

とであろう｡

新開発標準圧縮機シリMズのクリーン エア システムはノナ後の需要によ

く通子ナし,空調用i令嬢機はi海外17小ナにも大きく貢献し始めている｡

_ヒ･F水道の普及､農業川水の確保､権業の発墟など,rq上亡/土i苗のi叶L
に直結して浦躍するポンプl設備は,†三相作はもとより,時代の要請により,

数々の新機軸,新技術が打ち出されている｡

卜水道ポンプ設備は,サイリ スタ クレーマ方式を手采旧して,瞬時停電

に耐え,断水の危険をなくすことができ,洪水対策ポンプは大形化し､水

力発電所の水中級の大きさとなり,機場の全体計画も, t二木,エンジン,

変速装置などを含め,低騒音化,換気請十担jなどまで組み込圭れた,合理R勺,

総でナ的な.汁睡jを必要とするようになりつつある｡

中･′ト形のポンプや変速機頬は,′ト形化,低騒音化のj要望に応じ,取扱

い答易な構造が横板的に採用され始めている〔〕

省力機器では,新Lいセンサ及び制御装置の開発により,溶接用ロボッ

ト｢ミスターアロス+及び触角はめあいロボットが完成された｡作業条件

に応じてt:1亡調整を行なう機能:の適用は‾更に拡大されよう｡また,Jム範な

切削.渚ノ亡をもち､_t具をFl動交換する6主軸タレソト形NCフライス,高

能率ロール加工用電解加工手幾は,今後のこの種製品の方向を示すものとし

て注目されている｡

建設機械は,ビルの高層化,工事の多様化に応じて,大容量化,高能率

化が要望され,国産最大の油圧ショベルUH30形やクローラクレーンが開

発された｡これらは,油圧駆動の研究成果によるところが大きいが,工事

による騒音,振動のイ氏i成研究の成果もまた大きく,建設機寸或はその面目を

一一新しつつある｡
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圧延寸幾

新形圧延1幾(HC-MlJ+)

新形圧延機HC-MILLは,帯鋼圧延

製品に要求される品質のうち,特に従

来制御が胴柴徒であった常鋼の平たん度

(形状)に対する制御能力を飛躍的に向

上きせ,これに伴い圧延作業性の大幅

改善を図ることを臼的とした新形圧延

機である｡本庄延機の構造は,従来の

4段式圧延機と異なり作業ロール,補

強ロールのほかに,ロール軸方向に格

動可能な中間ロールをもつ6段式圧延

機である｡既にその‾人形機が新日本製

寺栽株式会社八l幡巷望壬哉所で稼動しており

(図1),本圧延機の有用性と実用性が

確認されている｡また,昭和51年中に

は人洋製鋼株式会社船橋工場で大形実

用機が,その他非鉄､アルミ用小形機

などが稼動を開始する子㍍三である｡

HC-MILLにより得られる主な効果は,

う毎､蝉亀

図2 メキシコAHMSA社向け

4タンデム コールド ミル模型
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図l 新日本製毒数珠式会社八幡製舌鼓所納め

大形HC-MIL+

図4 北i毎鋼業株式会社納めビレット連

続鋳造設備

図3 無張力制御方式の原‡里

第1スタンド

Pl

月l

蔚

第2スタンド

P2

/2
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〟 〟

Gl=2/1Pl一尺1r･‥(1)

G含=2′2f)2＋月2r･･･(2)

(2Jl【2J2卜(Gl/ノ+1-G2/P2)

(月1/Pl＋月2/P2)

(1)小径の作業ロールを用いても常に

安定して平たん度の良い帯鋼が得られ,

高圧下率の圧延が可能である｡

(2)作業ロールのイニシャルクラウン

は不要で,フラット ロールだけでよく

従って,予備ロール本数を減少でき,

また,繁雑なロールクラウンの管理が

1く要となる｡

などであり,鉄,非鉄を問わずストリ

ップ圧延分野でHC-MILLは広い応用

性をもってし-る｡

海外へ飛躍する日立コーノレド

タンデム ミノレ

高性能化された日立コールド タンデ

ム ミルが,広く世界市場へ進出してい

る｡メキシコAHMSA社納め4タンデ

ム コールド ミル(図2)は,信束則隼の

高し､油圧圧下装置"HYROP-M''の採

㌔ヤ

記号説明

G:圧延トルク

P二圧延荷重

月:ロール半径

∠:トルクアーム

r:張 力

‥(3)

何と,二将来のプロビジョンとして口立

製作所が開発LたHCミルの採用を可

能とした高性能設備であり,外国電機

メーカー及びエンジニアリング全社と

の逆手馴二より現在抽汁J-巾で,その完成

が待たれている｡一方,長を近′受注した

アルジェリアS N S仕向け5タンデム

コMルド ミルでは,∃【ロツバ メー

カーとのコンソーシアムを組み,拡加

計画設イ備全体がセミ ターン キー‾ノブ式

となっており,日立製作所がコールド

ミルを担当することになったものであ

る｡これには,高イ言頼件の"HYROP-

M''に加えて,高件能化を阿った油仁仁

†七■卜装‾置いHYROP-F”を採用する｡

無張力籠u笹口システム

形鋼,棒鋼圧延機,ホット ストリッ

プ ミル粗圧延機などの熟間タンデム圧

延において,各種の無張力制御方式が

行なわれているが,近年,製品寸法精

度に対する要求がますます厳しくなり,

高精度の無張力制御方式が不可欠とな

ってきた｡新たに開発した日立無張力

制御方式(HTFC:HitachiTension

Free Control)は,各圧延機の圧延ト

ルクと荷重との比の差に着目したもの

で,材料の昆手方向の子息度降1てに対し

ても,制御効果のある方式である｡本

方式は,板圧延では住｢友金属工業株式

会社鹿島製鉄所のホット ストリップ ミ

ル粗圧延機で効果が確認されている｡

･方,形鋼打二進でLL口本納符株J〔会

社細山製鉄所首‡2人形丁場のタンデム

吋柑珂圧+旺機において,トi‖1二と一共llf+榊犯

した増刷モデルに一鵜づく無以主力こIiり制装

置が好朋に稼動中である｡

臼カニ無銘力制御システムの制御J京埋

は,図3に示したとおりで,トルクG

は′壷動機電i允･速J空より求め,荷亜P

はロード セルにより検=し,ト小†-(3)式

の分二f▲がゼロになるよう電動機油煙を

制御するものである｡)

水封冷去Pによる画期的な連続鉄

道設備

ビレット連続鋳造設備の稼動率を二仁

右する操業事故として,ブレークアウ

トがある｡過′粁1～1.5%/ストランド

(100～120角の場合)で高速化阻害の最

大の原l刈になっている｡これを解f央す

るために､モMルド山側でビレットを

卑J一急冷する独創的な日立水封連続鋳

造方式(HWS方式)を開発L,ブレー

クアウト率の大幅な低減を図った｡本

方式を下記の設備に全面抹用した｡特

に小断面,高速鋳造においてその機能

を十分に発揮し,ブレークアウト辛が

従来の力乙という画期的な成果を得た｡

北海鋼業株式会社銭函工場における

設備(図4)の主仕様

(1)電気炉:40t,(2)サイズ:100角,

(3)鋳造速度:3.2m/min,(4)ストランド

数:3,(5)プレⅥクアウト率:0.1%/

ストランド
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図5 パッケージドライ スクリュー圧縮機(220kW NEW-DS)

図6 パッケージ ターボ圧縮機(370kW

CENTAC)

盛言

東町

この_画期的〃式は,そク)他数社でも

好成績をホLており,/ト綾200角程性の

ブルーム サイズまで寸Jニノヾ樋口了する 了二与呂

である.!

圧縮機･冷凍機･送

風機

ノヾッケージ オイノレ フリー空気

圧相磯

てモ乞i圧舌端機は,I二場の勅ナプi偵をほじ

めとLて産業のあら佃る分野でJユニく仲

わ才′一しているで+姑凪 終業界とも帆騒.ヤ

で払三勅が少なく,_R.つ設備≠抒,す㍉ミ′二F韓

ノ女び垂れノJ費グ)少ない経i帝l′1くJ乙･オイルプ

リ【圧締裾覧の要請がますます坤りこして

いる｡[_h工を望作所は,二れらグ)要論に

マ‥ノチLた′/;モ乞く斥プ縮機をシ■ト｢て､化し

た｡

木シリーーズは,バッケ=ジ ドライ ス

クリユ)一任縮機(NEW-DS)とパッケ

ージ ターボ圧縮機(CENTAC)の2機

椎(図5,6)から構成されている｡主

な特長は次のとおりである｡

(1)オイル フリーツニモ1もを供給する｡

(2)コンパクトにパッケージ化されて

いる｡

(3)低騒満二設計が施されているr⊃[自1転

形のため､振動が少ない｡

(4)黄過設計のため,高効率で部分負

荷特性が良い｡

(5)パッケージ化されているため,某

礎･粥付工事が簡単である｡

(6)小形で部品点数が少ないため,保

60

`､与=･ノ･.事大検が7宗祖であるし1

本シリーズ､は,-･一指二｢･場J円空1-{,i汁

装用空1も,公`.耶ガ+LI札旭川二′と1(､プロ

セスけJ?と1もなど,1,150～25,000m3/h,

叶オーf=+土ノJ3～9kg/cm2Gのすイル フ

り【γ;セムiを供給するか､[王紡機の申.丁占

納人はも とよl)クリーン エア システ

ムとLてソ:モ乞t牧人11か⊥l〕脱i占孟器まで､

`在～〈■札鐘岸,-ノi!ミ礎工二･王立をも含めて,

エア 7､テー｢ション･式を納入する休F別

をとっている｡

/｢碓ますます践Lく乙･るイト業瑞塙の

もとで,帥公二.j子,黙エネルギーに徹底

した日立ニパ､ソケージ オイル フリ一圧

縮i俄に対する其肝‡はノこきいものがある‥

rr

≦麺転

′､ぷ二′

ぎ↓こ._.､好､

大形空冷ヒートポンプ式チラー

ユニットの開発

空冷ヒートポンプンじゃ古淵機は,人乞〈

をiJi染せず,Lかも知リミ土蔵にある?と乞も

を熱源としているため､時代にマッチ

した月モ想的なワ;絹司設備として至主目され,

‡吉要は年々仲川11Lている｡)ニのような

背景のもとで,今【ロlユニット組でナせん

Jじを採用した大形空f令ヒートポンプ式

チラーーユニ､ソト(図7)を1jり発し,一存二追

22-110kWまで13機椎の製品販ノ己を開

始Lた｡

その主な特長は歩このとおりである｡

(1)ノ才芸韻22kW,30kW,37kWc7)境木ユ

図7 大形空冷ヒー

トポンプ式チラーユ

ニット
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ニットの組▲で干せにより,イ刺IJ条件にでナ

わせて経折的な機椎選択ができる｡

(2)件能は,従米形(1杜)に比べ約10

%以上IJり_卜させた〔,

(3)桝付■面積を,従来形(当社)に比べ

ケざ～%に納言小させた｡つ

(4)機器改良,保盛装置の充亡夫を【ズーり

fi_i頼性を向+二させた-_,

新形ターボ冷凍機HS-Bシリー

ズの完成

文明の発達,牛i肯水準の向上ととも

に,生柄環境へのツた調は必然的に普及

する方向にある｡我が国はもちろんで

あるが,耽米などのほか東‾南アジア,

中近東などの開発途+二同におし､ても,

近年特に`空調需要の増山口が著しい｡

日立製作所は,この要求に答えるた

め,従来モデルを人幅に改善した新形

ターボ冷i東機シり【ズ(図8)の発売を

開始した｡主な特長を次に述べる｡

(1)新シリーズは冷i東谷量250～1,250

RTをカバーする標準ターボi令?束機であ

り,空調用のほかに,各種プラント一口

冷水音原としても信頼性の高い冷i束機で

ある｡

(2)各機器の小形化により,据付スぺ【

スが従来形に比べ約20%′ト形化された｡

(3)構成部品の点数を最小限に減らし,

内部点検が谷易に行なえ,保1:の簡素

化,省プJ化を図った｡

(4)高件能ガス パーヂャーの採用によ

り抽気時間を大幅に短縮するとともに,

を†…言三

｡○

巌一高

歩憺
態

冷檻の消耗を少なく した(J

(5)I+′.i;i-の仰11:点検もほとんど小安で

あり､1こ仝な全自動逆転が可能である｡

(6)1世界山場を前推に,終地のJム範閃

な気1悦条件に過するように,作能,機

能及び耐久什について語手-;iなデー¶タが

あり,どのような逆転条件にい己じごっ

れる態勢にある.っ

大形月見石肖ファン

脱硝フー7}ンは,各柚燃焼排ガス中の

二架素恨化物(NOx)を除上する脱硝装謹て

とヨ

準一章

華･野
蛮

区18 HS-B形新形

ターボ冷凍機

へ,排ガスを送りjムむために仙川され

るもので､排燥脱硫装;即月よりも新し

い鞘遥で,環境改作対利一災】辿機とLて

TtF]を好子びている(図91.

昭仰50年7月人形脱硝フ丁ンの1リ‾

機とLて,臼‾､ンニj立船株∫じ会社経由Jll光

興産株式仝朴納めの4,000kW仙川立込形

ターボ フー)フンをうこ1反した〔〕本フアン

は,350凸cという高i.■..Lガスを耽り拭う

ため,高ブ+1.Lクリープ強壮を加味した材

料の退:右や,強性f言貨.汁が他されている

ばかI)でなく,人形7丁ンの発乍髄■■■1二

による‾‾▲次公二.一壬_子をl;山1二するため,フー/′

ン ケーシングの仝表巾=二防汁ラキン
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図9 工場試買貪中の脱硝装置用両吸込ターボ ファン
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図10 エ場組立中の大形排

水ポンプ

完

グを地し,且つ77ン1モ休を消斤1三内

に.没iこて;Lてある｡

‾虹に脱硝処群棲のガスに衆/ノて人1(

放/11きれる髄〔二を仙ぐため,人形サr7

ント トラップ形消r■絹謹を怖え,上騒.111二

対策にノノ‾仝を期Lている｡

なお,引き続き他顧客Ih=ナ5,200kW

脱硝フ7ンを雪望作中であるい

ポンプ･変速機
大形彰巨水ボンフP

排水ポンプは近時ますます大谷鼠

人形化される傾向にある｡祉設箭関心

地方建設局il二｢川l工事ヰi務上叶では,50

魂

く■叫′-00

≠ノ汁

‾サン叫-._

彗晦)

転､､ニ

済
派

哉

m3/sポンプ3子iを子｢む合一汁200m3/sの

排水谷呈をもつ世界拉人級の一ミニ郷排水

機場を+建設中であるが,/卜回,そのう

ち30mソsポンプ1f‾=【司‖))の製作が完

j'Lた｡本ポンプは,従来のポンプに

比べ大形であることかノ〕,土木ノ建築何

も 卜分考庵こし機械構j韮,配置を決定す

るとともに,安芯強川で仁鳩i竹三を高め

るため_二重ポリユ【ト形ケーシングが

採用された｡また､機揚が大形のため

jj‾=二機才城設計･雪空作の面だけでなく,

山一1巾全体のエンジニアリング面にも力

を注し､だ｡

主な仕様は二大のとおりである｡

(1)3,600皿m立て軸うず巻倉卜流ポンプ:

1子i

(a)UBL形水中ブレードレスポンプ (b)usN形水中雉排水ポンプ

図Il 汚水･汚物用水中ポンプ
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軒取

､ても

(2)30mソsx6.2mX97rpmX3,500PS

ディーゼル エンジン

汚水･汚物用水中ポンプの新シ

リーズ完成

勺三括廃水,産業廃液などの汚水･汚

牛勿水の移送に用いられる汚水･汚物用

水1】ポンプは,卜水道の普及,及び環

境繁イ備の†足進に伴う各種処f里設イ満の拡

允などで,今後も1需要岬加を見込める

ポンプである｡,一
一方,このポンプの市

場ニーズの動向は,用途上,ポンプの

イ‾こ三森利生はもとより,機宙削生の｢｢り上が要

求されてきてし､る｡新シり【ズの汚水･

汚斗勿用水中ポンプは,駆動用モートル

に乾式水中モートルを佐川することで

ポンプの機能化を阿っておl),今後の

市場ニーズの動向に対九仁させたもので

ある(図tl)｡その特長は､

(1)モートル内に保護装置,自動逆転

装置を内蔵することにより,ポンプの

機能性を瑞めた｡

(2)軸封は信頼性の高いメカニカル シ

ーールを使用している｡

′ト水量圧力式自動給水装置

(ミニウォータエース)の完成

高置タンクを必要としない圧力式自

動給水装置｢日立ウォータエース+の

新シリーズとして,更に小形で,据付

スペースが小さくて済む,｢ミニウォー



図12 小水量圧力式自動給水装置

｢ミニウォータエース+

､迂ごこ′瓜÷
′で迦′

Lミ

滋′ ′

‥笈Yご′:三ご′′､磁_じ′､

タエース+(図12)を完成した｡

｢ミニウォMタエース+は,圧力タン

ク,ポンプ,制御装置などをユニット

化したもので,′ト規模マンション,ア

パートなどの給水用に最適である｡そ

の大きさは従来製品の約%程度に′ト形

化されておI),機能的には｢l良二製作J叶

独臼の｢ディレー¶ タイマー+方式の採

用により,ポンプの始動据り空をイ氏く抑

えることができ,機書芸が良持ちする{,

封F水ポンプ用かさ歯車減速機内

蔵形…充体継手

従来,排水ポンプ機場では,エンジ

ンのねじり振動[吸収及び動力かん脱を

目的とした流.体継子とかさ掠r卓i成辿機

とを各単独に設置するノブ式を採用して

いるが,このたび両‾肴を一体ケースに

収納した校合形変速機｢R滋ニギヤート

ターボ カップリング+を開発しシりm

ズ化した(図13)｡

本機の特長を要約し二大に述べる｡

(1)据付面積が従来の単独設置のもの

に比べて約60%にプ縮減され,基礎及び

+珪屋の工事費が大幅に低i成できる｡,

(2)部品点数の削i成,潤滑装置の統合

化により,保守･信頼惟が向上する｡

(3)流体継手とかさ歯車減速機との心

出し作業が不要となI),据付費が軽減

される｡

本機は京都市下水道局納め汚水ポン

プ用として昭和50年初号機を納人し,

現在2,000～5,000PS級6台を受注製作

図13 排水ポンプ用かさ歯車減速機内蔵形流体継手

′蛮

碗きg
000つ〇

)､.)

苧

H】1｢AC

中である(つ また,産業機械用駆動系に

本機のような流体継手と歯卓変速機と

を一一体化した校合形変速機が開発され

てきており,撹拝機,クラ･ソシャ,フ

ァン,ブロワ,ボイラ給水ポンプなど

の変速駆動用として需要が神大してい

る｡

新形遊星歯車変速機

rl良二進出l卦中盤辿機は,ポンプ,コ

ンプレ､ソサなど一舟芝耗‾紫機手戒の駆動11J

変速機として広く使用され,その総牛

遊星軸受 遊星腕

軸受 ＼＼二

歯車箱-＼--､_

出力軸

⑤

ゝく
/// ＼

玩

翰

＼

産台数は約1,000台にj宜している｡

このたび,従来のS DP形,S D S

形遊星歯卓変速機を,‾更にコンパクト

化した6サイズの新シリーズEPH形

を完成した(図14)｡本シリーズの梢j立

は,歯車や遊址胱などの部品の精度｢Jり

_Lと,内歯車や大王揚歯車に可接件を持
たせることによって待避里歯車の荷重

等忙を図ったものであI),荷重苛酷を

含む各植竹三能試験で良好な結果を柑た｡

､ド行軸歯車変速機に比較して遊足歯

車変速機は,人･山力軸がI司一一軸心_上二

にあり,′ト形軽_韻二で批劫,馬削1ミニが低く

効‾ヰくがrご石し､などの特i妄がある｡本シり

内歯車

入刀軸

(太陽歯車)

図14 EPH形標準遊

星歯車変速寸幾構造図
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匡115 アーク溶接用ロ

ボット｢ミスターアロス+

ーーズは従来のS
DP.Sl)S形遊星掠f

中変速機に比べ､

(1)部.枯点数の削f成､潤丁甘装置の小形･

ユニット化により保笥二点検を答易にす

ると同時に,伝来則ソトのIrlj+_二を凶ノーノた_ユ

(2)′ト形軽量化に什い,据付巾横を60

%に縮ノ卜した｡

(3)騒キ伯として3d上i(A)減少,また

軸才転勤,軸′豊振動を′トさくするなど,

性能の向+二を図一一ンた｡ノ

なお,EPHシり【ズは,表1にホ

すように2,000PSまでの什様範囲をj満

岨するものである､)

表I EPHシリーズイ士様

項 目 イ士 様

J成速比 革巨囲

入力回転数範囲

･⊥-･■･･･=ト
3 ‾--12

500､1′800(｢.‡〕.m)

形 式 サ イ ズ 最大

EPH50

EPH56

伝達容量(PS)

l.000

l′300

EPH63 1 l′600

EPH了1 2′000

E｡H8｡†‾‾‾ ‾‾
｢

‾‾‾‾‾‾‾‾

EPH90
1
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省力･エ作機器

アーク溶接用ロボット｢ミスター

アロス+の開発

アーク溶接作業は,アーク熱,スパ

ッタ,ヒュームなどを発七し,作業域

1荘か悠く､Lかもニク)叫+でマスクを付

け､神経を棒先に集小Lて等速で干を

幼かす作業であるたの,若壬卜技能者の

不岨が問題にな一-ノてし､る｡

【ト土製作所は,｢ト丁字板構造物ク〕アー1

クi容接の自主的化をねらって,ア【ク溶

才妾用ロボ･ソト(図15)を開発,製品化L

八二｡

中嘩:板橋造物ク)溶接自動化は,仮の

切断誤差,似付け誤差放びセット占呉差

か問題とされてし､たか,ヰニ機は,あら

かじめ教えられた軌迫を自己帽J卜する

ことによ りこれを角利夫した｡.

また,梢牛勿構造物の†容接のため,千

首の小形化,コーナ部連続溶接,滑J〕

かな手首垂わ作放びティーチングの容易

化を遥J戊Lた｡

以__卜の成果は,新しく開発Lたセン

サとマイクロ コントローーラのI応用技術

とによるところが大き く,二の手法は

終方向から注目されている〔､

角虫覚はめあいロボット実用イヒ

すきまが数ミクロンしかない精密な

はめあい作業の自重わ化は榊雉で,仝〈

人手に鼻白ってきている｡触ノ覚はめあい

ロボット(図16)は,二のような作業グ)

自動化を吋能にする新Lし､ロボットの

機能を世に問うたものである｡)このた

び【卜立製作所の電動機組カニラインの一一

+二手!上ミであるポーール/ヾアリングにエンド

ブラケツトをはめあう作業に適用し,

′実用化することができた｡ニの作業は,

往追いシャフトなどの段什構造部を経

てすきま5～10ミクロンのはめあいを

行なう もので,挿人過程ですきまの人

きさや挿入圧力などの条件に応じて,

かみつきや衝撃のないはめあいができ

るようになっている｡制御装置はシー

ケンスを設定する専朋装置でよ く,電

-j'一計算機は使わないので実用的な規模

である｡なお本ロボットはソ連へも輸

出した｡

6主事由クレツト形自動工具交換

装置付数値制御フライス盤

ひぎ形フライス盤の+二具交換作業を

自動化し,省力化及び能率向上を目的

として開発LたNC(数値制御)フライ

ス盤(図17)である｡旋岨運動を行なう

タレット ヘッドに装備された6本の主

軸は,順次割り山され,フライス,ボ旧

リング,ドリル,タップなど広範囲の

裡でナ作業を全自動で能率よく行なうこ

とができる｡

主軸の割出し位置ブ央めは,ゼネバ機

構と精密ロケット ピンによリr-1]滑,正

確に行なうことができる｡主軸′要は精

密扱高連用アンギエラ玉軸受を才采用し,



図16 電動ヰ幾組立ラインでの触覚はめ

あいロボット

ペアリニア

ほ釣あ乙心ゾト

図17 6主軸クレット形数値制御フライス盤

‾丁サー叫

与象ト㌦∋ド〃袈ヤ′㌢

.鞄

適切な与圧を与-え,潤子骨はグリース密

封構造で熱変位を少なくするよう考痔二

されている｡

主軸速度範岡は,加+二品の材官'〔にJ芯

じて標準形,高速形があり,主軸の速

度選択は,各主軸に対応した6偶の上

軸速度選択ダイヤルを設け,各上軸の

凹転数をあらかじめセットする方Jじで

ある｡所二右の主軸が選択されると自動

的に主軸千変通が行なわれるのでNCテ【

プで指定する必要はない｡

軍書九重

㌢滋野療ゝヽ■も

､二ふ

i葡●事

?

ま

鉄金岡生産の省資源イヒに寄与する

電解カロエ機

鉄鋼牛産用強粍結fJミが不足L,1世界

片肘で成形炭コークスi去が拭川され始

めてしゝる｡原料炭をブリケッチィ ング

するロールのポケット部加工に電解加

二l二を応用することをニ考え,実用機(図18)

を完成Lた｡その電解加工機の特f主は

二大のとおりである〔)

(1)従米の機ず戒セリ削と手イ上+∴げ咋Hりを

賢､敷.

∴
三
蜘

約誠に如縮できるr〕

(2)熱処理後加+二できるので,従米L

ばしば最終工杵で起こった焼割れが防

げるので材料,工数の歩どまりがl‾r-J上

する｡

(3)人海作圭践で処理していた千仕上げ

みがき工程を追放できる【〕

これらのメリ ットは,実機の稼動で

すべて確認された｡ロ【ル材料の高硬

度化が進むにつれて,圧延ロールの加

_‾1‾二分野でも凶内外で同様の傾向が進み､

図t8IO′000Aロール加工用電解加工

機
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図】9 UH30形ローテ､ィング ショベル

ノノミけ汀那托に人りつつある.ノ主もf昨れⅠ二の

J心糊範州グ)/｢綬のノブ▲lr-jをホすもグ〕と巧

え1'〕れる.､

建設機械･その他

匡】産最大の全油圧式二建設ヰ幾械を

開発

[トンニ鯉機体J〔‡さ什は,址.子ヱ_Jエリiグ)人

什壬化と省力化に対処Lて,純l小?壬姑人

グ)油J_‾仁ショベルUH30作手/匡119)と1モ油

rtJ▲じクローラクレーンKH300形を川+

ブ巨Lた.-､UH30彬は【二l巾73t,ローダ

パケ‥ノト布韻4.4m3,-1叶ワさでも3蘇t‾丁の

人きさである._.収【ii+きJ〔パケりト Fl

刺水ヤ仲山し機梢を捕え､仙=■jりソJが強

くサイクル タイムが拙い,恍寸城寿J.}が
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〕HO4標準機

●

1三いなどの†与上土をもナノ,イ汁/･く山,クいム,

そグ)他グ)人什ラー一トイこl二小ち･ヒ'て＼従水グ)

ノヾ咋ラホイーールローダにl一分よ寸杭できる.ご)

KH300彬はクレrン一指ノJ80tX3.7m,

姑1主ブーム(ノブをナチむ)58mで,輸j去

帖の分†昨､細_､ソニが似めて7妄城でこ阜)る.､-ノ

タワークレーン能‾ノJは12tX12mで,15

隅j生て;扱のil■J川一手フレノ､7､イト古牡築に過

L･ノ∴ くい･打ち川では】トーーダ上三さ33

m,70作手ハンマを仙える･プ‾)でノヾ形′ヾイ

ル･汀.言貨に収プJをヲ己才ノ軒ナる〔

環境改善に活躍する建設ヰ幾械

建設_1二■liで充′ト㌻る土さニノj二は,機イ城の

騒■ヤ花王勤と,_1二小に上 り′トfるI宛泥水

の流.山などがあるJ二れ⊥､_〕グ)公二宮に対

UHO4標準機

(エンジン回転速度2.100rpm)

UHO4SS低騒音形

(エンジン回転速度2,100rpm)

法規制値

〔75dB(A)･■■30m〕

UHO4SS低騒書形

(エンジン回転速度1,500rpm)

5 7.5 15

● キャビン内院書
旋回中心からの距離(m)

図20 UHO4低馬重苦形と標準機との騒音レベル比較
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30

する規制はJト々鵬Lくなり,圭た仕上七

三占1i搬rrIiかノ〕規;別仰(をfij_に描i足するだけ

では1く卜分とな一1てきたr二､

H_､ンニノ挫機体二式台字-L〔7)油圧ショベルは,

退路･宅地追bに丁小などJエい分野で盲六

維Lているが,/州り†女l川でも什民に迷

惑をかけずにⅠ二■jtを行なうことができ

る超帆〃議.､】1二UHO4SSO,4m3油卜仁ショベ

ルを開発した｡二れは架さ閉しヤー･一f付与j立

とL,カバーイ十大形マフラー2イ阿を装

イ∴ 油｢仁【j り【フ騒■■一1二をもしゃ閉Lた

も♂〕で,騒汁レヘルは機イ城小心より30

m地ノさこで55dB(A)と/†ニメ三機より20dB紙

子域したものである(図20)｡また,碓築

川のK HlOOクローラ ク レーンも30m

地ノ.うこで63dB(A)と法規制より12dB低い

モデルを開発し好i坪を子埠ている｡

二大にりバ∽ス+二法や連続鞘+二法など

で生ずるf薙泥水をいl形牛勿とi指i背水に分

離できるP4C排水i争化装置もそのコ

ンパクトさを買われてしだいに一汗捜し

つつある｡】

その他,へどろ及び水陸卜を臼由に

走行するためにフロートと鳩借をもっ

た乍油圧土〔泥1二作業中MAlOOをl凋充L

たが,′卜椎へどろ公害処J叩にそグ)消即【三

が期待きれている｡)

自動車用全天候環境言式験装置

自動申は,輸山の伸一1主に付い各地域

の仁(象環]菟下で,様々な機能,性能,

特に排乞ミグス浄化や安全性などの問題

を多角｢t小二i試験することが必要とされ



図22 トヨタ自動車工業株式会社

東富士研究所納めタイヤ特性試∈険

装置

ているが,+呪地で実中テストを行なう

ことは時間的制約,経済性などの点で

‾1く利なため,拉近,土買塙試験装置♂)i設

置が抑える傾向にある｡

この装置は,再現土器塙の枯懲(,こ糾御

車帥I二lのノエさと精腔放び規模において,

二れまでのものに比べて記録占‾占である

ばかりでなく､次のような配慮がむ､わ

れている()

(1)イ氏氾から高札 低汚良から多汚己,風,

亦道直下までのH射放び路山軸射,干満,

t+最大150km/hまでの‾LF連などの作意

の子宝fナ環境を中央監視音別御盤の操作で

谷易に再現できる｡

(2)スクリュー冷凍機による直膨冷却

法の採用,縦形ゲッチンゲンJ軋月rl+によ

】r〕〔〕-警､`iヨr〕;ヨ;jニj:
d サ サ イケ ′サ )ト

白ロー野口;ココロ;
(事d `事 J事 ヽ'事サて事 甘､サ サ

縦乙良£､ご;迂:;ご≡ミニ∴､､､J血甘溝瀞′声.㌦ぶ 漁

≡三吉g宗苛

1抄

… ニ､､;亨

ミラ¥

図21 日立金属

株式会社異同工

場納め12t-2′500

kWるつぼ形イ監周

波誘導炉

る肘付巾積のデ縮′トなど,建物を含めた

システム1モ体♂)総柄件を考膳､した〔,

12t-2,500kWるつ(ぎ形低周波

誘導炉

二の仏間披講導炉は鋳鉄桁解に悼相

されるもので,土買j克改善のためキュポ

ラに代わってi江口寺ますますす采川される

傾巾=二ある.=,克を近完成した日立余端株

式会社真仰了二場納め12t-2,500kW低唱

披誘ノ尊炉(図21)5ノ去は,省エネルギーー

グ〕引二全的ニーーズに沿って消費花プJ呈の

人l帖低れ乾を図っている｡また,仰の人

形化にイ半い信相性1‾r叶卜とノ左全村策に次

･グ)ような配麻が払われているlつ
(1)円筒什壬炉わくのす采川と加わく支持

ノナJ℃の改良による強度の向上と例り件の

均等化

(2)l耐火材の熱膨弧力の誘主藷コイルへ

のi;をラ響の緩和

(3)揚漏れ検知装置の‾二重化など仰推

装置の允プ三

(4)仰イ本ノ.‡検J】jはしごの設置など,イ米

1モノ件の巾J_卜

自動車用タイヤの特･性試験装置

近年,｢1劫車グ〕ノ左全件がJHうーに市紫

にな/〕てきておI),自動卓の媒縦作を

んオ丁する大きな安岡としてのタイヤの

.言糾与性がクローズアップされている｡

最近完成したトヨタ自動卓工業株式

会社東苗･_Ⅰ二研究所納めの試験装置(図22)

は,機械,電気,油圧の技術を駆他し,

姑高速度160km/hまで試験が可能である

こと,辿度,荷弟,スリ ップ比キャン

パ角,操舵角などスイープ試験ができ

ること,操舵機構には特殊構造を採用

したため微少な復ノい､ルクまで精性よ

くi則三右できること及びキャンパ角と棟

舵角は各独二正に与えられるようになっ

ていることなど,従米にみられないr叫

期的な機能をもち,その性能発揮によ

る成果が期待される｡

なお､タイヤの諸特性をこ将来触時間

で把括をできるようにするため,電｢一.汁

算ヰ幾で人.【lけJのデータ処理がイ‾√なえる

ように戸妃慮されている｡
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